
 

ねらいの設定  

 
 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道 徳 性 の 様 相 を 中 学 校 の 内 容 項 目「 礼 儀 」に 当 て は め る と ，例 え ば ，以 下 の 表 の よ う な 道 徳 性 の

様 相 の 具 体 的 な イ メ ー ジ を 持 つ こ と が で き ， 授 業 の ね ら い を 設 定 す る 際 に 役 に 立 つ 。  
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児 童 の 実 態 把 握  授 業 の ね ら い  

相 手 の 気 持 ち を 考 え る こ と な く ， 何 か を し て  

あ げ る こ と が 親 切 と 捉 え て い る 児 童 が 多 い 。  

相 手 の 立 場 を 考 え て 親 切 に し よ う と す る  

道 徳 的 判 断 力 を 育 て る 。  

親 切 に す る こ と が 大 切 と 分 か っ て い る が  

な か な か 親 切 に で き な い 児 童 が 多 い 。  

相 手 の 立 場 に 立 ち ， 進 ん で 親 切 に し よ う と  

す る 道 徳 的 態 度 を 育 て る 。  

道 徳 性 の 様 相  内 容 項 目 に 合 わ せ た 道 徳 性 の 様 相 の 具 体 的 な イ メ ー ジ  

道 徳 的 判 断 力  時 と 場 に 応 じ た 適 切 な 言 動 を 判 断 す る 。  

道 徳 的 心 情  
自 分 か ら 進 ん で 礼 儀 に か な っ た 行 動 を と る と ，  

相 手 と 程 よ い 距 離 を 保 つ こ と が で き る こ と の よ さ に 気 付 く 。  

道 徳 的 実 践 意 欲  
照 れ る 気 持 ち や そ の 場 の 状 況 に 左 右 さ れ ず ，  

尊 敬 や 感 謝 等 の 気 持 ち を 示 そ う と す る 。  

道 徳 的 態 度  
礼 儀 の 意 義 や 時 と 場 に 応 じ た 適 切 な 言 動 に つ い て  

主 体 的 に 考 え て 行 動 し よ う と す る 。  

 
授業のねらいは，どのように

設定すればよいの？  

 

指導する内容項目と児童生徒の実態から，  

道 徳 性 の 諸 様 相 の ど こ に 焦 点 を 当 て て 授 業 を す る の か を

検討し，授業のねらいを設定します！  

道 徳 性 の 諸 様 相 と は ， 道 徳 的 判 断 力 ， 道 徳 的 心 情 ， 道 徳 的 実 践 意 欲 ， 道 徳 的 態 度 の こ と 。  

様 相 は ， 一 つ 一 つ が 独 立 し て い る も の で は な く ， 関 わ り 合 っ て い る 。  

よ っ て ， 授 業 の ね ら い を 設 定 す る 際 も ， 必 ず 一 つ に 絞 る と い う こ と で は な い 。  

例 ） 授 業 の ね ら い  「 ～ 道 徳 的 心 情 を 育 て る 」「 ～ 道 徳 的 実 践 意 欲 と 態 度 を 育 て る 」  

小 学 校 第 ５ 学 年 及 び 第 ６ 学 年 「 B-(7) 親 切 ， 思 い や り 」  

誰 に 対 し て も 思 い や り の 心 を も ち ， 相 手 の 立 場 に 立 っ て 親 切 に す る こ と 。  

１ ． 指 導 す る 内 容 項 目 の 中 か ら 授 業 の ね ら い と す る 道 徳 的 価 値 を 明 ら か に す る 。  

   内 容 項 目 「 親 切 ， 思 い や り 」 の 中 で ， 授 業 で は ， 相 手 の 立 場 に 立 っ て 親 切 に す る と い う  

道 徳 的 価 値 に つ い て 指 導 す る 。  

２ ． 児 童 生 徒 の 実 態 把 握 か ら 授 業 の ね ら い を 設 定 す る 。  

道 徳 性 の 諸 様 相 に 関 す る 基 礎 知 識  

授 業 の ね ら い を 設 定 す る 例  小 学 校 高 学 年 「 B-(7) 親 切 ， 思 い や り 」  

道 徳 性 の 様 相 を 内 容 項 目 に 当 て は め る と ・ ・ ・  


